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亜月～水・金曜・午前９時～午後
５時30 分（月曜のみ３時30 分）
娃就労や起業に関する助言・情報
提供逢２次元コードか電話で下記
へ（オンライン相談可）
唖＆葵男女共同参画セン
ター☎38-2022

女性のためのステップ相談
　　　　　   （女性活躍相談）

補装具巡回相談
亜11月17日（金）午前９時15分～
正午唖芦屋市保健福祉センター阿
身体障害者手帳所持または障害者
総合支援法の対象疾病に該当する
人で対象補装具の支給要件を満
たす人逢＆葵障がい福祉課 ☎38-
2043/穐38-2160

社会福祉協議会の催し
【ワンコインサロン】
亜＆娃11月10日（金）スクラッチアー
ト/17 日（金）マクラメ編み/24 日（金）
筆ペン書道・午前10 時30 分～唖保
健福祉センター阿60 歳以上・各12
人挨100 円（別途要材料費）逢11 月
１日（水）午前９時から電話で下記へ 
葵社会福祉協議会 ☎32-7525

【ボランティア養成講座
　　　「 要約筆記一日体験講座」】
亜 11 月 15 日・12 月６日（水）午
後１時 30 分～３時 30 分唖保健福
祉センター阿市内在住・在勤・在
学姶筆記用具逢＆葵社会福祉協議
会☎ 32-7525

【しょうがい者とのスポーツ交流ひろば】
亜11月18日（土）午後１時30分～３
時30分唖保健福祉センター娃フラ
イングディスク・サウンドテーブル
テニス・ボッチャなどの軽スポーツ
阿市内在住・在勤・在学姶上靴・飲
み物逢＆葵社会福祉協議会 ☎32-
7525/スポーツ推進課 ☎22-7910

亜11月30日（木）午後３時～４時唖保
健福祉センター娃中高齢のひきこ
もりの子を持つ親の情報交換阿10人
葵社会福祉協議会 ☎31-0681

ひだまりの会

家庭児童相談(24時間）
【家庭児童相談 24時間】
亜月～金曜・午前９時～午後５時
30分唖保健福祉センター娃児童
虐待の通報、子育ての悩みや心配
ごとの相談（妊婦も含む）葵芦屋市
こども家庭総合支援担当ホットラ
イン ☎38-8993※上記以外の時間

（電話相談のみ）☎0798-45-5535
【全国共通ダイヤル】☎189
【心理相談〈要予約〉】
亜11月14日（火）・30日（木）午後２時
～５時（1人45分）娃こどもの悩みを
臨床心理士に相談阿18歳未満のこど
もとこどもを持つ親（妊婦含む）  葵
こども家庭・保健センター☎31-0643

介護予防教室
亜11月22日（ 水 ）午 前11時30分 ～
午後０時30分娃日々の食事によ
る高血糖対策（予防・改善）を考え
る阿65歳以上・その支援者・先着
20人姶タオル・上履き・飲み物逢
11月１日（水）より下記へ唖＆葵
介護予防センター☎31-0628

総合相談窓口
葵社会福祉協議会 ☎31-0681
亜毎週月～金曜・午前９時～午後
５時30 分（祝日除く）唖保健福祉
センター娃生活に困っているこ
と、仕事の悩みなど

【セブシオ出張相談】
亜11月14日（火）午後２
時～４時 唖セブンイレ
ブン潮芦屋店内

亜11月28日（ 火 ）午 後 １ 時30分 ～
４時唖コミュニティスペースふ
らっと娃コーヒーを飲んでほっと
一息つきませんか？阿10人程度
葵三田谷治療教育院 ☎22-5085

寄ってカフェＤＶ相談室
亜毎週月～金曜・午前９時～午後５
時30分娃配偶者等からの暴力の相
談葵芦屋市ＤＶ相談室 ☎38-9100

消費生活相談
亜毎週月～金曜・午前９時～正午/
午後０時45 分～４時娃消費生活
のトラブルに関する相談葵芦屋
市消費生活センター☎38-2034

亜12月５日～令和６年３月26日・
第１・３火曜・午後２時～３時〈全
８回〉唖市営南芦屋浜団地集会所
娃身体の痛みや不調を改善！健康
と転ばない体を手に入れる！シニ
アのための古典ヨガ阿市内在住・
65歳以上・10人（初めての方優先）
姶長めのタオル・飲み物・ヨガマッ
トまたはバスタオル逢11月１日～
30日に電話で下記へ葵潮見高齢者
支援センター ☎34-4165

さわやか体操教室

屋外広告物条例が始まって以降、多くの事業者の皆さまには、条例
に合わせ看板の改修等を行っていただいています。
今回、改修にご協力いただいた事業者の皆さんの声をお届けする
ため、Peri亭の永井社長にお話を聞かせていただきました。

屋外広告物条例 事業者インタビュー屋外広告物条例 事業者インタビュー

改修後の外観とお子さん達

Peri亭　（大桝町6-8）　
ケーキ屋（パティスリー）
午前11時〜午後７時
月曜、月２回日曜休み

Peri亭  永井社長

令和６年３月 31 日までに
補助事業を完了させるもの

補助率 限度額
改修費用 １／３ 50 万円
撤去費用 １／２ 50 万円

引き続き、事業者の皆さまのご協力を
よろしくお願いします。
補助金の活用期限は令和６年３月31日まで

問い合わせ　まちづくり課　☎38-2109

「なんで今さら？」と感じた。店をオープン
した後にできた条例だったので、自分の店
は大丈夫だと思っていた。

条例ができた時に思ったことは？条例ができた時に思ったことは？

広告物を改修しようと思ったきっかけは？広告物を改修しようと思ったきっかけは？

僕自身は芦屋市が地元ではないが、子ども
たちにとってはふるさとになる。何十年後
か、子どもたちが成長したときに、自分のふ
るさとはすごくきれいなまちだと誇りに
思ってもらえることを信じて改修すること
を決断した。

行政が条例などで規制を作ることへのご意見は？行政が条例などで規制を作ることへのご意見は？

他のまちの施策や事例をみて真似しようとする
浅い考えはよくない。ルールを作るにはきっか
けがあると思うが、そのきっかけが素敵なもの
だったらいい。
まちがきれいになっていくストーリーの一部に
自分がなれたと思えると、協力してよかったと
思えるのではないか。まちの成り立ちに愛着が
わけば、子どもたちにも受け継ぐことができる。
そうなれば誇れるまちになるし、自然とルール
もいらなくなると思う。

インタビュー全文は、市ホームページ
に掲載しています。


